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本
財
団
事
務
局

フ
ェ
リ
ー
屋
久
島
２
の
長
期
欠
航
に
よ
る
影
響

鹿
児
島
県
屋
久
島
町

調
報
査
告

約
半
年
間
に
お
よ
ぶ

フ
ェ
リ
ー
の
欠
航

屋
久
島
は
鹿
児
島
市
か
ら
南
に
約
一
二
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
シ
ナ
海
と
太
平
洋
が
交

わ
る
海
域
に
位
置
す
る
周
囲
約
一
三
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
面
積
約
五
〇
四
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
約
一
万
一
〇
〇
〇
人
の
島
で
あ

る
。
世
界
自
然
遺
産
と
し
て
も
知
ら
れ
る
こ

の
島
に
暮
ら
す
人
々
、
多
く
の
観
光
客
に
と

っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
交
通
・
輸
送

手
段
は
、
鹿
児
島
本
土
と
屋
久
島
の
宮
之
浦

港
・
安あ

ん

房ぼ
う

港
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
お
よ
び
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
、
鹿
児
島
・
福
岡
・
大
阪
の

各
空
港
か
ら
の
飛
行
機
で
あ
る
。

特
に
物
流
に
関
し
て
は
、
海
上
輸
送
に
頼

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
二
〇
二
二
年
の
宮
之

浦
・
安
房
両
港
の
貨
物
取
扱
量
が
合
計
約
六

七
万
ト
ン
で
あ
る
の
に

対
し
、
同
年
の
航
空
便

に
お
け
る
そ
れ
は
八
四

ト
ン
と
、
大
き
な
開
き

が
あ
る
。
屋
久
島
に
就

航
す
る
お
も
な
定
期
フ

ェ
リ
ー
と
し
て
、
折お

り

田た

汽
船
株
式
会
社
の
「
屋

久
島
２
」（
総
ト
ン
数
三

三
九
二
ト
ン
、一
九
九
三
年

就
航
）
と
鹿か

商し
ょ
う

海
運
の

「
は
い
び
す
か
す
」（
一

七
九
八
ト
ン
、九
四
年
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
両
船
と

も
に
一
日
一
便
の
運
航
で
、
島
の
生
活
・
産

業
を
支
え
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
二
隻
の
フ
ェ
リ
ー
の
う
ち
、「
屋
久
島

２
」
が
二
〇
二
四
年
一
〇
月
上
旬
か
ら
翌
二

五
年
三
月
ま
で
、
エ
ン
ジ
ン
と
減
速
機
を
接

続
す
る
部
品
の
不
具
合
に
よ
り
欠
航
と
な
っ

た
。
修
理
に
あ
た
り
必
要
な
パ
ー
ツ
を
海
外

か
ら
取
り
寄
せ
る
の
に
、
か
な
り
の
時
間
を

フェリー太陽Ⅱ

フェリー屋久島2

高速船トッピー&ロケット
フェリーはいびすかす

口永良部島

安房港

宮之浦港

種子島

鹿児島

谷山港

指宿港

屋久島20km
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緊
急
対
応
に
追
わ
れ
た
屋
久
島
町

屋
久
島
に
限
ら
ず
、
台
風
や
時
化
の
際
な

ど
天
候
の
影
響
を
受
け
て
離
島
航
路
が
欠
航

す
る
ケ
ー
ス
は
多
々
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

約
半
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
る
欠
航
は
異

例
で
あ
り
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
物
流
事
業

者
、
生
産
者
や
小
売
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
者
が
こ
の
間
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。
屋
久

島
町
の
木
原
幸こ

う

治じ

政
策
推
進
課
長
は
、「
対
応

初
期
段
階
で
は
不
具
合
の
修
理
に
必
要
な
パ

ー
ツ
が
い
つ
頃
調
達
で
き
る
の
か
も
、
は
っ

き
り
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
状
況

下
で
、
代
替
船
の
確
保
や
関
係
者
・
各
所
と

の
調
整
、
そ
し
て
住
民
へ
の
情
報
発
信
を
行

な
う
必
要
が
あ
っ
た
」
と
、
当
時
を
振
り
返

る
。屋

久
島
と
本
土
を
結
ぶ
航
路
は
「
指
定
区

間
（
※
１
）」
で
あ
り
、
住
民
生
活
の
維
持
等

を
目
的
に
一
定
の「
サ
ー
ビ
ス
基
準（
※
２
）」

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
屋
久
島
に
は
「
二
日

に
一
度
、
旅
客
一
〇
〇
人・自
動
車
二
〇
台
」

要
し
た
こ
と
か
ら
、
屋
久
島
で
は
約
半
年
間

に
わ
た
り
、
年
間
で
約
四
万
八
千
人
の
利
用

者
と
島
内
貨
物
の
六
割
を
取
り
扱
う
、
海
上

輸
送
の
主
力
が
不
在
と
な
る
危
機
的
状
況
に

陥
っ
た
。

な
お
、
二
〇
一
八
年
三
月
か
ら
二
五
年
三

月
ま
で
は
、
マ
ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

が
運
航
す
る
フ
ェ
リ
ー
「
波
之
上
」
と
「
あ

け
ぼ
の
」
も
屋
久
島
に
（
試
行
）
寄
港
し
て
い

た
。
鹿
児
島
～
屋
久
島
～
奄
美
大
島
を
結
ぶ

こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
た
が
、

事
業
開
始
か
ら
通
算
一
八
〇
航
海
で
利
用
数

二
〇
〇
六
名
と
、
乗
客
数
の
伸
び
悩
み
や
燃

料
油
の
高
騰
に
よ
り
、
二
五
年
四
月
よ
り
寄

港
休
止
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
人
流
・
物
流
を
担
う
フ
ェ
リ

ー
の
長
期
欠
航
が
屋
久
島
の
住
民
生
活
や
産

業
振
興
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、

ま
た
こ
の
間
に
お
け
る
島
の
方
々
や
事
業
者

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
に
基
づ

き
報
告
す
る
（
現
状
は
令
和
七
年
一
一
月
の
調
査

時
）。

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

「
屋
久
島
２
」
の
長
期
欠
航
時
も
、「
は
い
び

す
か
す
」
の
運
航
に
よ
っ
て
こ
の
基
準
は
満

た
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、「
基
準
を
満
た

し
て
い
る
以
上
、
関
係
者
に
支
援
を
求
め
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
各
所
と
議
論
を
行
な

っ
た
が
、
現
行
の
制
度
下
で
は
、
町
が
主
体

的
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
と
い
う
。

屋
久
島
町
で
は
、
鹿
商
海
運
に
「
ぶ
ー
げ

ん
び
り
あ
」
の
代
船
運
航
を
依
頼
し
た
。
当

初
、
一
運
航
当
た
り
五
五
〇
万
円
の
経
費
が

見
込
ま
れ
た
が
、
最
終
的
に
三
四
〇
万
円
で

決
着
。
町
で
は
、
財
政
調
整
基
金
を
切
り
崩

し
、
二
〇
二
四
年
一
二
月
か
ら
二
五
年
三
月

ま
で
の
間
の
計
五
一
回
の
運
航
費
と
し
て
、

一
億
七
〇
〇
〇
万
円
余
を
確
保
し
た
。
そ
の

後
、
鹿
児
島
県
よ
り
二
月
か
ら
三
月
分
の
運

航
費
用
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
三
七
〇
〇

万
円
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

ま
た
国
か
ら
も
長
期
運
休
に
と
も
な
い
生
じ

た
費
用
や
災
害
復
旧
に
係
る
経
費
な
ど
が
勘

案
さ
れ
た
特
別
交
付
税
が
交
付
さ
れ
た
た
め
、



72

配
達
に
要
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ま

た
、「
は
い
び
す
か
す
」
は
積
載
制
限
が
厳
し

く
、
ヤ
マ
ト
運
輸
が
通
常
時
か
ら
契
約
し
て

い
る
船
で
は
な
い
た
め
、（
当
然
で
は
あ
る
が
）

既
存
の
契
約
業
者
が
優
先
と
な
る
。
そ
の
た

め
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
の
見
通
し
が
立
た
ず
、

生
鮮
食
品
な
ど
の
荷
物
の
受
託
を
控
え
ざ
る

を
得
な
い
場
面
も
生
じ
た
。

到
着
予
定
日
を
明
言
で
き
な
い
こ
と
で
、

こ
の
期
間
の
現
場
で
特
に
対
応
に
追
わ
れ
た

の
が
利
用
客
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
っ
た

と
い
う
。
地
元
の
利
用
者
は
事
情
を
理
解
し

て
い
る
方
が
多
か
っ
た
が
、
島
外
か
ら
は
配

送
状
況
の
確
認
が
継
続
的
に
寄
せ
ら
れ
た
。

問
い
合
わ
せ
件
数
の
増
加
に
加
え
、
数
日
分

の
荷
物
が
一
度
に
到
着
す
る
と
き
に
は
仕
分

け
作
業
量
が
大
幅
に
増
え
る
た
め
、
限
ら
れ

た
人
員
で
の
業
務
負
担
は
通
常
時
よ
り
も
大

き
く
な
っ
た
。

永
山
所
長
は
、
今
回
の
出
来
事
を
振
り
返

り
、「
離
島
に
お
い
て
フ
ェ
リ
ー
は
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
。
今
回
の
よ
う
な
非
常
時
に
は
、
関
係

屋久島の取扱貨物の約6割を担う「フェリー屋久島2」。

結
果
的
に
町
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
た
が
、
町

が
独
力
で
長
期
欠
航
に
対
応
し
続
け
る
こ
と

の
困
難
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

「
欠
航
期
間
中
は
、
離
島
に
お
け
る
フ
ェ
リ

ー
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
未
曾

有
の
事
態
を
前
に
、
既
存
の
制
度
と
実
態
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る
転
換
点
と
な
っ

た
と
思
う
。
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ
る

航
路
の
安
定
化
を
、
町
と
し
て
も
実
現
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
、
木
原
課
長
は
話
す
。

宅
配
荷
物
の
輸
送
に
も
影
響

屋
久
島
発
着
の
宅
配
業
務
な
ど
を
担
う
ヤ

マ
ト
運
輸
屋
久
島
営
業
所
の
永
山
博
之
所
長

は
、「
年
末
年
始
、年
度
末
と
い
っ
た
宅
配
需

要
が
増
え
る
時
期
を
前
に
欠
航
が
決
ま
り
、

さ
ら
に
そ
の
状
態
が
長
期
化
し
た
た
め
、
物

流
現
場
で
の
判
断
と
対
応
は
非
常
に
難
し
か

っ
た
」
と
、
当
時
を
回
想
し
た
。

通
常
、
ヤ
マ
ト
運
輸
が
取
り
扱
う
屋
久
島

発
着
の
荷
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
屋
久
島
２
」

に
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
積
載
し
て
輸
送
し
て
い
る
。

今
回
の
欠
航
で
は
、「
は
い
び
す
か
す
」
や
代

替
船
「
ぶ
ー
げ
ん
び
り
あ
」
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
荷
物
の
配
達
に
大
き
な
遅
延
は
な
か

っ
た
。
た
だ
、
天
候
不
良
に
よ
る
欠
航
が
重

な
っ
た
場
合
な
ど
に
は
遅
延
が
長
引
き
、
三

～
四
日
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
週
間
程
度
を
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児
島
本
土
へ
出
荷
し
て
い
た
。こ
の
た
め
、同

船
の
長
期
欠
航
が
判
明
し
た
際
、
漁
協
関
係

者
は
鮮
魚
を
ど
の
よ
う
に
鹿
児
島
へ
送
る
の

か
、
と
い
う
課
題
に
直
面
し
た
。

当
初
、漁
協
は
役
場
や
船
会
社
に
対
し
、修

理
の
可
否
や
復
旧
時
期
な
ど
に
つ
い
て
確
認

を
重
ね
た
も
の
の
、（
前
述
の
通
り
）
具
体
的
な

情
報
が
十
分
に
得
ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
。

そ
こ
で
、「
は
い
び
す
か
す
」
の
利
用
を
決
断

し
た
が
、
漁
獲
量
が
不
明
確
な
た
め
当
日
ま

で
出
荷
量
が
確
定
せ
ず
、「
屋
久
島
２
」
の
貨

物
が
「
は
い
び
す
か
す
」
に
集
中
す
る
中
で
、

積
載
不
可
と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
発
生
し

た
。ま

た
、「
は
い
び
す
か
す
」
の
ダ
イ
ヤ
で
は
、

市
場
へ
の
持
ち
込
み
が
「
屋
久
島
２
」
よ
り

も
一
日
遅
く
な
る
。
ト
ビ
ウ
オ
・
サ
バ
・
シ

マ
ア
ジ
な
ど
、
鮮
度
の
落
ち
や
す
い
魚
種
が

多
い
屋
久
島
の
漁
業
は
、
市
場
で
の
評
価
や

価
格
の
面
で
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
さ

ら
に
、
輸
送
経
路
が
変
わ
っ
た
た
め
、
通
常

時
に
比
べ
て
輸
送
コ
ス
ト
が
一
コ
ン
テ
ナ
当

た
り
三
三
〇
〇
円
増
加
し
た
。

地
域
の
生
活
を
守
る
小
売
店

屋
久
島
の
北
東
・
宮
之
浦
地
区
に
所
在
す

る
Ａ
コ
ー
プ
宮
之
浦
店
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
同
店
は
、
島

内
で
最
大
の
人
口
を
有
す
る
こ
の
地
区
で
、

地
域
住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に
、

約
四
〇
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
を
守
っ
て
い

る
。

「
今
回
の
長
期
欠
航
で
最
も
不
安
だ
っ
た
の

は
先
行
き
が
見
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
初
期

段
階
で
は
、
欠
航
期
間
も
定
か
で
は
な
い
状

況
下
で
判
断
を
迫
ら
れ
た
」
と
、
宇う

陽よ
う

淳じ
ゅ
ん

悟ご

店
長
は
話
す
。

欠
航
の
期
間
中
、各
部
門
の
責
任
者
は
、地

域
住
民
の
生
活
維
持
に
直
結
す
る
日
用
品
を

中
心
に
、
売
れ
筋
商
品
に
欠
品
が
発
生
し
な

い
よ
う
、
優
先
的
な
発
注
・
在
庫
管
理
に
努

め
た
。
特
に
、
現
場
で
「
白
い
食
品
」
と
称

さ
れ
る
食
パ
ン
・
生
卵
・
牛
乳
・
豆
腐
な
ど

ヤマト運輸屋久島営業所の永山博之所長。

者
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
語
っ
た
。

多
大
な
影
響
を
受
け
た
鮮
魚
の
出
荷

屋
久
島
の
漁
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
屋

久
島
漁
業
協
同
組
合
（
以
下
、
漁
協
）
の
羽は

生ぶ

隆
行
組
合
長
と
鮫
島
洋
一
参
事
に
話
を
伺
っ

た
。通

常
の
屋
久
島
の
漁
業
は
、
水
揚
げ
し
た

魚
を
そ
の
日
の
う
ち
に
「
屋
久
島
２
」
で
鹿
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幸
い
な
こ
と
に
Ａ
コ
ー
プ
宮
之
浦
店
で
は
、

そ
の
よ
う
な
事
態
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
宇

陽
店
長
に
よ
る
と
「
欠
航
が
続
い
て
も
、
店

舗
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
す
る
こ
と
も
な

く
、
棚
か
ら
商
品
が
消
え
去
る
よ
う
な
買
い

占
め
も
起
き
な
か
っ
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
、

屋
久
島
の
人
々
が
長
年
の
厳
し
い
自
然
環
境

の
な
か
で
育
ん
で
き
た
適
応
力
で
は
な
い

か
」
と
、
振
り
返
っ
た
。

●

「
フ
ェ
リ
ー
屋
久
島
２
」の
長
期
欠
航
は
、住

民
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
物
流
面
で
島
に

大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
地
域
全
体
の
経

済
活
動
の
低
下
を
招
い
た
。
今
回
の
欠
航
の

背
景
に
は
、
利
用
者
数
や
収
益
性
の
観
点
か

ら
更
新
が
進
み
に
く
く
、
船
齢
の
高
い
船
舶

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
離
島
航
路
の
構
造

的
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

屋
久
島
２
の
事
例
は
、
離
島
に
お
け
る
船

舶
の
老
朽
化
に
対
す
る
対
応
と
と
も
に
、
長

期
欠
航
と
な
っ
た
場
合
の
代
替
船
の
迅
速
か

つ
安
定
的
な
確
保
に
つ
い
て
、
改
め
て
検
討

す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

代
替
船
が
確
保
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

船
の
仕
様
や
輸
送
制
限
、
ダ
イ
ヤ
な
ど
に
よ

り
、
通
常
時
と
同
様
の
人
流
・
物
流
が
可
能

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
鑑
み
た
、

平
時
か
ら
の
航
路
の
維
持
・
継
続
体
制
の
構

築
が
求
め
ら
れ
る
。

同
時
に
、
離
島
市
町
村
や
航
路
事
業
者
の

厳
し
い
財
政・経
営
事
情
を
勘
案
す
る
と
、一

市
町
村
や
事
業
者
の
み
の
対
応
に
は
限
界
が

あ
る
。
国
や
都
道
県
な
ど
に
よ
る
資
金
面
や

制
度
面
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
清
水
・
大
川
）

※
１
：
船
舶
以
外
の
交
通
手
段
が
な
い
区
間
ま
た
は
、

船
舶
以
外
の
交
通
機
関
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
便
で

あ
る
区
間
の
住
民
が
、日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
船
舶
に
よ
る
輸
送
を
確
保
す
る
区
間
。海
上
運
送
法

に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
。

※
２
：
指
定
区
間
ご
と
に
各
運
航
の
運
航
回
数
お
よ
び

始
終
発
時
刻
、旅
客
運
送
能
力
、自
動
車
の
航
送
能
力
な

ど
を
必
要
に
応
じ
て
設
定
。

は
、日
常
の
食
卓
へ
の
登
場
頻
度
が
高
く
、消

費
者
が
鮮
度
に
敏
感
な
商
品
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
確
保
に
は
注
意
を
払
っ
た
が
、
完

全
に
欠
品
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と

い
う
。

物
流
の
乱
れ
に
よ
り
商
品
供
給
が
不
安
定

と
な
る
こ
と
で
、
買
い
占
め
や
購
入
制
限
な

ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
多
い
が
、屋久島漁業協同組合の羽生隆行組合長（左）と鮫島洋一参事。




